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ご使用の前に、必ずお読みください。 


Mod.SM0102( 業務用） 

取扱説明書 


ポッド式エスプレッソ&カプチーノマシン 

このたびは、ポッド式エスプレッソ&カプチーノマシン Mod.SM 01〇2を 
お買い求めいただきまして、誠にありがとうございました。 

マシンを正しく安全にお使いいただくために、ご使用の前に、必ずこの取 
扱説明書を最後までお読みください。また、お読みになった後も、保証書と 
共に大切に保管してください。 
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安全上のご注意 


1. ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みください。 

2. ここに示した注意事項は、マシンを正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を 
未然に防止するものです。 

3. 注意事項は、誤った取扱いで生じることが想定される内容を、その危害や損害および切迫の度 
合いにより、「警告」と「注意」の二つに分け、明示しています。 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される 


△警告 内容を示しています。 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が 


△注意 想定される内容を示しています。 


4.各注意事項には、「注意」「禁止」「強制または指示」を示す絵表示が付いています。 

AAAG ⑧⑧❶曇 

発火注意 感電注意 高温注意 禁止行為 分解禁止 接触禁止 強制/指示 プラグを抜く 


△警告 

-電源は、 ri 5 Al 25 VJ と記されている壁面のコンセントから直接とってください。 ^ 

• 電源は、100 V /50/60 HZ をご使用ください。 

-使用中にブレーカー（分電盤内の配線遮断機）が落ちる場合は、お近くの電力会社にご連絡ください。 

-コンセントは、本マシンだけ（単独）で使用してください。また、差込み口が二つあるコンセント 
の場合は、片方の差込み口を空のままでご使用ください。 

-延長コードやタップ、ソケット等は、使用しなしヽでください。タコ足配線も、絶対にお止めください。 

AO 

-差込み口のゆるいコンセントは、使用しないでください。 

その場合は、お近くの電気店にコンセントの修理をご依頼ください。 

0 

-濡れた手で電源プラグなど電気部品に触れたり、各スイッチを操作しないでください。 

感電の原因になることがあります。 

AQ 

-電源プラグを抜くときは、電源コードを持って抜かずに、必ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードを弓1っ張るとコードが傷つき、火災、感電の原因になることがあります。 
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△警告 

-電源コードを傷つけないでください。電源コードを加工したり、弓|っ張ったり、たばねたり、 
重いものを乗せたり、挟み込んだりすると、破損し、感電、火災の原因になります。 

A\ A\ 〇 

-ミルクフオーマーから出てくるお湯やスチームは高温ですので、ヤケドにご注意ください。 

-エスプレッソ抽出中は、絶対にポッドホルダーの固定解除をしないでください。 


A0 




-使用中はタンク内の水量をチェックし、空だきに注意してください。 

-万一、空だきをして異常が発生した場合は、直ちに全てのスイッチを切り、プラグを 
コンセントから抜き、デロンギエスプレッソコールセンターに連絡してください。 

❶ C 

-屋外で使用しないでください。 

雨水のかかる場所で使用されますと、漏電、シヨート、感電、 S 青、故障の原因になります。 

• マシンに直接水をかけないでください。漏電、シヨート、感電、 S 青、故障の原因になります。 


AG 

• マシン内部の電気装置や配線に触らないでください。 

ヤケドや感電のおそれがあります。 

A A (H) 

• 異常時は電源スイッチを 「OFF (切）」にして電源プラグを抜き、すぐにお求めの販売店または 
デロンギエスプレッソコールセンターに連絡してください。 

異常のまま運転を続けると感電、火災の原因になります。 

AQ 

-容器にエスプレッソ、フォームミルク、熱湯を抽出する場合、容器は受け皿に置いてください。 

手に持った状態で抽出すると、ヤケドの原因になります。 

AQ 

-使用前と使用後は、ミルクフォーマー、ミルク吸入パイプ及びシリコンチューブと受け皿を必ず 
洗浄してください。ミルクフォーマー部分と受け皿に残った牛乳が腐敗して雑菌が繁殖し、健 
康障害の原因になることがあります。 

❶ 

-絶対に分解したりご自身で修理は行わないでください。 

異常動作をしてケガをしたり、修理に不備があると感電、火災の原因になります。 

-改造は絶対に行わないでください。改造をされると、水漏れや感電、火災の原因になります 

〇 

A ② 

-廃棄は専門業者か、お求めの販売店またはデロンギエスプレッソコールセンターに依頼してください。 

放置しますと、幼児などがケガをする原因になります。 w 
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A 注忌 

-床面が丈夫で平らな所に水平になるように設置してください。 

設置に不備があると水漏れ、転倒、落下によるケガなどの原因になることがあります。 

❶ 

-マシンの周囲は、壁およびものから1 Ocm 以上離して設置してください。 

熱がこもると電子制御部品に影響をおよぼし、故障の原因になることがあります。 

❶ 

-水がこぼれても良い所に設置してください。ご使用中にエスプレッソやお湯、フォームミルクなど 
が周囲に飛び散ることがありますので、濡れると不都合なところでは、防水処置をしてください。 

❶ 

_熱器具の近くに設置したり、マシンの上に熱器具を乗せたりしなしヽでください。 

熱でマシンが損傷して故障の原因になります。 


• 凍結の恐れのある場所へは設置しないでください。マシンの故障の原因、および吸水管の破裂 
部から漏水し、周囲を濡らす原因になることがあります。凍結の恐れのある場所への設置の必要 
がある場合は、お求めの販売店またはデロンギエスプレッソコールセンターにご相談ください。 


-可燃性のスプレーを近くで使用したり、可燃物を近くに置かないようにしてください。 

スイッチの火花などで弓1火し、発火の原因になることがあります。 

A ❶ 



-マシンの上に重量物や水を入れた容器を置かないでください。落下してケガをしたり、こぼれ 
た水で電気部品の絶縁が悪くなり、漏電の原因になることがあります。 


-マシンにもたれたり、乗ったりしないでください。ヤケドやマシン転倒によるケガの原因になり 
ます。また、マシンが破損する原因にもなります。 

Q 

-本製品は 20 cc または 40 cc を基本とするエスプレッソ抽出専用の機械です。 

0 

-電源スイッチを入れる前に必ず全てのスイッチが OFF になってし)ることを確認してください。 

❶ 
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A 注思 

-エスプレッソ抽出口などの金属部分には直接手を触れないでください。 

ヤケドの原因になることがあります。 

-使用中は、マシンが熱くなりますので、触れないでください。 

A ⑩ 

-給水に使用する水は、必ず飲料水を使用してください。 

他の水は、健康障害の原因になることがあります。 

❶ 

-断水後や定休日明けの使用前には、必ず水タンクの水を入れ替えてください。 

水の腐敗から、健康障害の原因になることがあります。 

〇 

-一日の営業終了後は、必ず接液部分および部品は洗浄してください。 

洗浄しないと、雑菌が繁殖し、健康障害の原因になることがあります。 

❶ 

-メンテナンスやクリーニングは電源プラグを抜いて行わなければならない場合があります。 
それぞれの注意にしたがって作業してください。 

❶ 

-外装クリーニング時には、マシンおよび電源コード/プラグは、水に浸けたり、水洗し、しなし1でください。 /CN 

-シンナーやベンジン、クレンザー、金だわし等は、使用しないでください。 

-一週間以上ご使用にならない場合は、安全のため電源スイッチを切って、電源プラグをコンセン 
卜から抜し)てください。発熱、発火の原因になることがあります。 

〇 

-マシンを他に売ったり、讓渡されるときには、新しく所有者となる方が安全な正しい使い方を知 
るために、この取扱説明書をマシンと一緒にお渡しください。 
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各部の名称とはたらき 



麝水タンク用カバー 

マシン内にゴ^などが入らない 
ようにします。 


•エスプレッソ用揚水チューブ 
•ミルクフォーマー用揚水チュ_ブ_ 
•揚水フィルター 


籲イオン交換式フイルター 

水の中のカルシウムを除去します。 

(50 ◦〜600杯、または180日の使用後に交換します。） 


>コントロールポタン 

※右べージ参照 


籲排水口 

エスプレッソ毎抽出後、ノ くイプ内に 
残ったお湯を排出します。 

♦受け皿 

エスプレッソ、フオームミルク 
抽出の際カップを置きます。 

また、排水口からの排水を受 
けたり、排液を溜めることが 
できます。 

•ポッドホルダー 
高さ調節穴 

ポッドホルダーの高さ 
(固定レバーの固定力） 

を調節します。 

•給湯口--- 

エスプレッソを 
抽出するための 
お湯が出ます。 

•0 リング 
(ガスケット） 

エスプレッソ抽出時、エス 
プレッソの漏れを防止します。 

•6 角アレンレン 

ポッドホルダー 
時に使います。 

#6角アレンレンチ (3 mm ) 

エスプレッソ抽出口の向きを調節したり、 
ポッドホルダーを取り外す時に使います。 




•水タンク 

約 3 L の水が入ります。 

エスプレッソ、給湯、スチーム用の水を 
供給します。 


.簡易洗浄用揚水チューブ 
■•揚水フィルター 


#カップウ オーマー 


給水口 

S ルクフォ_マ_の簡易洗浄時に 
ミルク吸入ノてイプを差し込みます。 

ポッドホルダー固定レバー 

レノを押し下げるとポッドホルダーを 
固定し、弓 I き上げることで解除できます。 


付属の八ンドルを 
ポッドホルダー固定 
レ パーに 右方向に 
止まるまで回し 
て取り付ける。 




•ミルク吸入パイプ 

牛乳パックに差し込みます。 

•ミルク温度調整ネジ 

フォームミルクに使う牛乳の温度調整を 
します。 

•電源コード 
•アース線 

電源コードを入れる前にアースに接続します。 

•プラグ 

壁面のコンセントに直接差し込みます。 

ミルクフォーマー調節ピン 

フォームミルクのフ□ス（泡）の 
大きさを調節します。 

ルクフ ォーマー 

フォームミルクが下から出ます。 


ノ 





- 


〆 


、 





1 




•シリコンチューブ 


>フィル ター 

カフエポッドをのせます。 

>ポッドホルダー 
>ポッドホルダー調節ネジ 

エスプレッソ抽出口の向きを調節したり、 
ポッドホルダーを取り外すことができます。 

>エスプレッソ抽出口 

抽出されたエスプレッソが出ます。 
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コント□—ルポタン部 


▲ コーヒー警告ランプ（赤) 

( A ) エスプレッソ抽出スイッチ（プ□グラム1 ) —— 

スイッチを押すと、あらかじめ設定された量が抽出され、 

自動的に止まります。また、定量設定の時にも使用します。 

@エスプレッソ抽出スイッチ（ブ□グラム 2) —— 

スイッチを押すと、あらかじめ設定された量が抽出され、 

自動的に止まります。また、定量設定の時にも使用します。 

(§) プログラム設定スイッチ—— 

① スイッチを押すと、マニュアルでお好みの量のエスプ 
レッソ抽出ができます。 

② エスプレッソの定量設定をする場合は、スイッチを押 
しながら、定量設定したい方のエスプレッソ抽出スイッ 
チ （A または B) を押すとエスプレッソの抽出が始まり 
ます。エスプレッソの抽出がお好みの量になったら、ス 
イッチを押して抽出を止めます。 

※フォームミルクの定量設定の時にも使用します。 

( d ) スチーム（ミルクフ オー マー）スイッチ- 

ミルク吸入ノ くイプを牛乳に差し込み、スイッチを押すとあ 
ら かじめ設定された量のフ ォーム ミルクがミルクフ ォー 
マーより出てきます。また、定量設定の時にも使用します。 

( D エスプレッソ電源スイッチ- 

スイッチを入れると、コーヒー警告ランプ(赤）が点灯し、 

エスプレッソボイラーの加熱が始まります。 

© スチーム電源スイッチ- 

スイッチを入れると、スチーム警告ランプ(赤）が点灯し、 

スチームボイラーの加熱が始まります。 



製品名称/型式番号 

ポッド式エスプレッソ&カプチーノマシン/ SM 0 102 

タイプ 

エスプレッソ1/ミルクフオーマー1 

抽出量を設定できます。（エスプレッソ抽出量プログラム2ノ（ターン） 

フリー抽出も可能。 

外形寸法/重量 

幅 200X 奥行 355X 高さ 345mm/l 1 kg (本体のみ） 

水タンク容量 

3L 

コード長 

2.0m 

電圧/周波数 

AC -100 V/50/60HZ 

消費電力 

1200 W /12 A 

エスプレッソ抽出能力 

100杯/1時間 （30CC/1 杯） 

エスプレッソ抽出温度 

約 90°C 

付属品 

4mm 6角アレンレンチ1本/ 3mm 6角アレンレンチ1本/ 

ミルクフオーマー調節ピン1本/取扱説明書/保証書 /0U ング(ガスケット）1個/ 

イオン交換式フィルター 3個 （1 個は装着済)/ミルク温度調整ネジ1個/簡易マニュアル 




エスプレッソボイラーがエスプレッソの抽出に適した温 
度になるとランプが消灯します。 

一度適温になった後、ボイラーが自動的に温度の微調整 
を行うので、ランプが点灯したりしますが、エスプレッソ 
の抽出のための温度は保たれています。 




- <〇)スチーム警告ランプ（赤） 

スチーム ボイラーが スチームの 抽出に適した温度にな 
るとランプが消灯します。 

一度適温になった後、ボイラーが自動的に温度の微調整 
を行うので、ランプが点灯したりしますが、スチームの抽 
出のための温度は保たれています。 
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34.5cm 


20cm 


30cm 


イラー内の水が凍り破損する原因となります。 


g ) 電源について 

① 電圧 AC -1 00 V / 周波数 50/60 HZ / 消費電力1 200 W 
使用時に漏電ブレーカーが落ちる場合にはお近くの電 
力会社にご相談ください。 

② プラグは「1 5 A 1 25 VJ と記されている壁面のコンセ 
ントに直接差し込んでください。 

電源コードは 2.0 m ですので、マシンは電源に近い所へ 
設置してください。 

延長コードの使用は禁止です。 

③ 万一の漏電による事故防止のため、アースを取付けて 
ください。アースの取付け/取外しの際は、必ずプラグを 
コンセントから抜いてください。 


このマシンを設置するためには、下記のスペース•環境をご用意ください。 

n 設置に必要なスペース 

① マシンの上は水補給のための十分なスペースが必要で 
す。水タンクの脱着による水の補給のため 30 cm 以上 
は必要です。 

② マシンの右側にはカプチーノ用牛乳パックを置きます 
ので、常にスペースが必要です。 

※牛乳ノ（ックの幅:市販の標準ノ（ックで約 7 cm です。 

③ マシンの後ろも壁から1 0 cm 以上離してください。 


ri 設置場所の注意 

① 直射日光の当たる所や、マシンの周囲の温度が高温に 
なる所には設置しないでください。高温になると電気部 
品の故障の原因となります。 

風通しの良い所に設置してください。風通しが悪しヽと蒸 
気がこもり、マシンの寿命を短くしたり漏電の原因とな 
ります。 

② 水がこぼれてもよい所へ設置してください。使用中にエ 
スプレッソやフォームミルクなどが周囲に飛び散ること 
がありますので、濡れると不都合な所では、防水処置を 
してください。 

丈夫で平らな水平の台の上に設置してください。 


③気温が o ° c 以下になる所には設置しないでください。ボ 




1 0cm 1 



設置前の準備と設置 



安全上のご注意 


各部の名称と 
はたらき 


仕様 


設置前の準備 
と設置 


操作の準備 


エスプレッソ 
の抽出方法 


エスプレッソ 
の定量設定 


フォ—ムミルク 
の抽出方法 


フォ—ムミルク 
の定量設定 


カプチ—ノの 
作り方 


水タンク水量 
チエツク 


お手入れの方法 


ポッドホルダ—調整 
と0リングの交換 


故障かな？ 


アフタ— 
サ—ビス 







xb 









































































































































































最初のご使用の前に、必ず行ってください。 


最初にご使用になる際は、下記の手順にしたがい、マシン内部および付属品（ボイラー 
や水タンク、ミルクフォーマーなど）の洗浄を行ってください。 

※水タンクなどの洗浄は、 P .20 「お手入れの方法」を参照してください。 

g 水タンクに水を入れる 

① 水タンク用カノ（一をはずし、エスプレッソ用揚水チュー 
ブおよび簡易洗浄用揚水チューブを取り出します。 

② イオン交換式フィルターが付いたミルクフォーマー用揚 
水チューブを取り出してから、水タンクをマシンから取 
り出します。 

③ 水タンクに1/2以上水を入れます。 

④ 水タンクをマシンに戻し、チューブとカパーを元通りに 
取り付けます。 

水タンク内の水がなくなると、給水警告アラームが 
鳴ります。この状態では、エスプレッソの抽出は出 


来ませんので1/2以上水を入れてください。 

テクニカルノ - 


① ご使用になられる水はカルシウム含有度の少ない水 
をご使用ください。マシンの寿命を永く保つことが 
出来ます。 

② カルシウムを除去するために、付属のイオン交換式 
フイルターをご使用になることをお勧めします。 
取り替えの目安は、500〜600杯または180日に1 
度です。追加購入の際は、本体をお求めになられた 
販売店またはデロンギエスプレッソコールセンタ 
一にご依頼ください。 




プラグをコンセントに差し込み、 

電源スイッチを入れる 

① プラグは「1 5 A 1 25 VJ と記されている壁面のコンセ 
ントに直接差し込んでください。 

電源コードは2.0 m ですので、マシンは電源に近い所へ 
設置してください。 

延長コードの使用は禁止です。 

② エスプレッソ電源スイッチを入れると、 コーヒー 警告 ラン 
プ（赤）が点灯し、エスプレッソボイラーの加熱が始まり 
ます。 

③ ボイラーがエスプレッソの抽出に適した温度になるとコ 
ーヒー警告ランプが消灯します。 

_度適温になった後、ボイラーが自動的に温度の微調整 
を行うので、コ_ヒ_警告ランプが点灯したりしますが、 
エスプレッソの抽出のための温度は保たれています。 
※立ち上がり約1〜2分が目安です。 



操作の準備 
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g ) エスプレッソ抽出口を洗浄する 

①ポッドホルダーにカフェポッドをのせずに、ポッドホルダ 
一固定レパーを押し下げポッドホルダーを固定します。 

※ポッドホルダー固定レパーは、レパーを下ろすだけでは 
固定されません。しっかりと固定される位置まで必ず裡 
し下げてください。 


高温注焉 


ポッドホルダーがしっかりと固定されていないと抽 
A 出口から熱湯が漏れ、ヤケドをする危険があります 
^ので、ご注意ください。 

②大きめのカップをエスプレッソ抽出口の下に置きます。 


③ コーヒー警告ランプが消灯したら、プログラム設定スイ 
ッチを押します。 

エスプレッソ抽出口からお湯が出る時、熱湯が飛び 
散りヤケドをする危険がありますので、ご注意ください。 
^カップは必ず受け皿の上に置いてください。 

絶対に、手に持って抽出しないでください。 

④ カップに八分目ほどお湯が満たされたらプログラム設定 
スイッチを押して抽出を停止します。 

⑤ エスプレッソ抽出口の洗浄は、7〜8回繰り返し行ってく 
ださい。 

※カップのお湯は受け皿に捨てないでください。 

※マシンを初めてお使いの場合、お湯が濁ることがあります。 
その際は、濁りが消えるまで抽出を繰り返してください。 

抽出直後のエスプレッソ抽出口は大変熱くなって 
いますので、絶対に素手でエスプレッソ抽出口に触 
^らないでください。ヤケドをする危険がありますの 
でご注意ください。 




□ 


ミルクフォーマーを洗浄する 

体洗浄） 

※マシンを初めてお使いの場合は、ミルクフォーマーを取 
り付ける前に分解して洗浄してください。 

① ミルク フォーマー からミルク フォーマー 調節ピンを抜き 
ます。 

② ミルク フォーマーは 上の部分がふたになって し'！ ますので、 
はずして内部を洗浄します。 

※ふたが取りにくい場合は、マイナスドライパーの先を 
隙間に差し込み、ドライバーを回してはずします。ミ 
ルクフォーマーの材質は柔らかいので少しずつ浮か 
すようにしてはずします。 

③ 中性洗剤を溶かしたぬるま湯に部品を浸けて洗浄します。 

④ 各部品はよくすすし)で洗剤が残らなし、ようにします。 
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⑤部品の水気を取り、元通りに組み立ててください。 


































































(簡易洗浄） 

① ミルク吸入パイプを給水口にしっかりと差し込みます。 

② ミルクフ オーマー の下にミルクジャグを置きます。 

③ スチーム電源スイッチを入れると、スチーム警告ランプ(赤） 
が点灯し、スチームボイラーの加熱が始まります。 

④ スチーム 警告ランプが消灯したら、 スチーム （ミルクフ 
オーマー）スイッチを押します。 

5ルクフオーマーの下からお湯が出る時、熱湯が飛 
謎音 び散りヤケドをする危険がありますのでご注意くだ 
A さぃ。 

ミルクジャグは必ず受け皿の上に置いてください。 
絶対に、手に持って洗浄しないでください。 

⑤ ミルク吸入ノ v° イプより水が吸入され、ミルク フオーマー 
の内部が洗浄されます。 

⑥ 洗浄は15〜20秒間ほど続けます。 

⑦ ミルクフオーマーの洗浄は、2〜3回繰り返し行しヽます。 
※マシンを初めてお使いの場合、お湯が濁ることがあります。 

その際は、濁りが消えるまで給湯を繰り返してください。 

⑧ 洗浄が終了したらミルク吸入パイプを給水口から抜き、 
ミルクフ オーマーの スタンドに立ててください。 


* 7■クニカルノート 1 

① ミルクフォーマーが適切に装着されていなし)と正常 
に機能しない場合があります。しっかりと止まるまで 
押し込んでください。 

② 取付が不十分な場合、ボイラーに牛乳が逆流し故障 
の原因になったり、臭いがしたりする場合があります。 



③ 






④ 





_テクニカル ノート 

① このマシンの本体上部で、エスプレッソカップなら約 
4個、カプチーノカップなら約2個を温めておくこと 
ができます。 

② この場合、カップの水分はよく拭き取り、マシンの内 
部に水が入らなし)ようご注意ください。 

③ 水タンク用カバーの上ではカップを温めることがで 
きません。カップウオーマー部に置くようにしてくだ 
さい。 
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エスプレッソの抽出方法 


このマシンはカフェポッド専用機です。 

本格的なエスプレッソを作る/抽出するために、それに適したカフェポッドと水、そして風 
味や温度を保つためのカップをご用意ください。 


カフェポッドは 





このマシンの規格にあつた 
カフェポッドをご使用ください。 

カフェポッドにはサイズ•圧力に対する国際基準（直 
径約 45 mmx 厚み約1 Omm ) があり、現在日本で発 
売されているほとんどのポッドはこの基準に準じて 
いますが、他の規格の物もございます。ご使用にな 
られる前にデ□ンギエスプレッソコールセンター 
へお問い合わせください。 

※カフエポッドは1 コ （1 杯分)しかセットできません。 
ご使用（抽出）は1回限りです。 


水は • 



A 

軟水 


カルシウム含有度の少ない水をご使 
用ください。新鮮で澄んだ水道水や 
軟水（日本の硬度: 90 mg / L 以下）の 
ミネラノレウオーターなどが適してし、ます。 

※硬水を使用するとカルキ分が詰ま 
り故障の原因になります。 


カップは- 


8 cm 

以内 



エスプレッソ用のカップ 
には、約60〜 80 mL の 
容量で、肉厚のものを 
お選びください。 


[ 


テクニカルノ - 

設置が終了し、初めてマシンを作動させる時は、エスプレッソボイラーにお湯を充填するため、必ずエスプレッソ抽出スイ 
ツチを押してお湯をカップ3杯分出します。 


Q 抽出の準備をする 

①コーヒー警告ランプが消灯してしヽることを確認してくだ 
さい。ボイラー内の温度が適温に達し、エスプレッソ抽 
出が出来ます。 




カフェポッドをのせる 

① ポッドホルダー固定レノ（一を弓 I き上げながら、カフェポッ 
ドのつまみの部分を手前にしてポッドホルダーにのせま 
す。 

② ポッドホ j レダー固定レノ（一を押し下げポッドホ ) レダーを 
固定します。 

※ポッド ホルダー 固定 レバー は、 レバー を下ろすだけでは 
固定されません。しっかりと固定される位置まで必ず理 
し下げてください。 


Wim 注思 


ポッドホルダーがしっかりと固定されていないと抽 
出口から熱湯が漏れ、ヤケドをする危険があります 
^ので、こ'注意ください。 

エスプレッソ抽出口、ポッドホルダー、エスプレッソ 
用給湯口の部分は通電中熱いので触れないでくだ 
Mi さい。ヤケドをする危険がありますのでこ•注意くだ 
さい。 
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エスプレッソを抽出する 

① カップをエスプレッソ抽出口の下に置いて、エスプレッ 
ソ抽出スイッチを押します。 

② エスプレッソの抽出は設定されている量になると自動 
的に停止します。 

※設定量を変更したい場合は P . 13「エスプレッソの定 
量設定」を参照。 

エスプレッソ抽出口からお湯が出る時、熱湯が飛び 
散りヤケドをする危険がありますのでご注意ください。 
^カップは必ず受け皿の上に置いてください。 

絶対に、手に持って抽出しないでください。 




① 20 cc * をお好みの場合、エスプレッソ抽出スイッ 
チ（プログラム1 ) を押します。約 20 cc の抽出が 
終了しますと、自動的に停止します。 

4^② 40 cc * をお好みの場合、エスプレッソ抽出スイッ 
チ(プログラム 2) を押します。約 40 cc の抽出が 
終了しますと、自動的に停止します。 

© ③上記以外のお好みの量をマニュアルで抽出する 
場合、プログラム設定スイッチを押します。お好み 
の量になったら、もう_度スイッチを押します。 

上記以外の定量抽出をしたい場合は、 P . 13「エス 
プレッソの定量設定」を参照してください。 

* お好みの定量を設定する前にプログラムされて 
いる量はプログラム1約 20 CC 、 プログラム2約 
40 cc です。（ご使用カフェポッドにより多少異な 
ります） 




□ 


カフェポッドを捨てる 

① ポッドホルダー固定レノ（一を弓 I き上げながら、使い終わ 
ったカフェポッドをつまみの部分を持って取り出します。 

高温注意 抽出直後のポッドホルダーや、お湯を含んだカフェポッ 
^ドは熱くなっていますのでヤケドをする危険があり 
ますのでご注意ください。 

② ポッドホルダー固定レバーは、そのままにしておいてく 
ださい。（押し下げないでください） 



② 
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エスプレッソの定 


このマシンはエスプレッソ抽出で2パターンの定量設定ができます。 

お好みの定量設定をする前にプ□グラムされている画よ、プ□グラム1約 20 cc 、 プ□グラ 
ム2約 40 cc です。ご使用するカップを置いて定量設定してください。 

P エスプレッソ抽出の準備をする 

①水タンクに水を入れ、エスプレッソ電源スイッチを入れ 
ます。 


②エスプレッソの抽出に適した温度になると コーヒー 警告 
ランプが消灯します。 


③カフェポッドをポッドホルダーにのせます。ポッドホルダ 
一固定レバーを押し下げポッドホルダーを固定します。 


④カップをエスプレッソ抽出口の下に置きます。 


B プログラム設定スイッチを押しなが5 
°エスプレッソ抽出スイッチを押す 

① プ□グラム設定スイッチを押しながら定量設定するエス 
プレツソ抽出スイッチ（プログラム1またはプログラム 2) 
を押します。 

② エスプレッソの抽出が始まります。 


E ) お好みの量で止める 

①エスプレッソの抽出がお好みの量になったら、プ□グラ 
ム設定スイッチを押します。 


②エスプレッソの抽出が止まり定量設定がプログラムされ 
ます。 

続けて定量設定をする時はカフェポッドを新しいも 
A のにしてから行ってください。 


※定量設定は使用条件や使用カフェポッドにより多少の誤 
差が発生する場合があります。 
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フオームミルクの抽出方法 


このマシンは、きめ細やかなフオームミルクを抽出することができますが、さらに美味しし、 
フォームミルクを作るために、泡立てに適した牛乳をこ'用意ください。 


牛乳は • 


新鮮で冷えた成分無調整/乳脂肪分2.3%以上の牛乳をご使用ください。 

※加工乳や低脂肪乳、また一度温めた牛乳は、泡立ちがよくありません。 


成分無醜 


牛乳 


3.5 




fresh 

MILK 

3.6 ノ 


n 牛乳とカップをセットして 
フォームミルクを作る 

① エスプレッソ電源スイッチとスチーム電源スイッチを入 
れます。 

必ず両方の電源スイッチが入ってし)ることを確認し 
^ てください。スチーム電源スイッチのみが ON になっ 
A ている状態ではフォームミルクの抽出動作ができ 
ません。 

② スチーム（ミルク フォー マー）の抽出に適した温度にな 
るとスチーム警告ランプが消灯します。 

③ マシン本体の右横に牛乳パックを置き、注ぎ口にミルク 
吸入パイプを差し込みます。 

④ ミルクフォーマーの下にカップを置きます。 

⑤ スチーム （ミルク フォーマー） スイッチを押し、 フォーム 
ミルクを作ります。 

ミルクフォーマーの下からフォームミルクが出る時、 
高温注意 熱い泡が飛び散りヤケドをする危険がありますので 
A ご注意ください。 

カップは必ず受け皿の上に置いてください。 

絶対に、手に持って抽出しないでください。 

⑧ お好みの量に達したら、スチームスイッチを押し停止し 
ます。 
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フロス（泡）の調節方法 

① ピンのセンターは、かたよって設計されています。ピン 
を穴に差し込んで、ピンを回転させることによって、空 
気の量を調節できるようになっています。また上下に動 
かしても調節できます。 

② フォームミルクを抽出しながらピンを動かし、ベストな 
泡の状態になるようにお試しください。（ご使用になる 
牛乳によって泡の状態は変わります。） 

③ シリコンチューブに付いてし'!るネジを調節することによ 
り、チューブ内の牛乳の流れる量を変え、フォームミル 
クの温度を調整できます。 



安全上のご注意 
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アフタ— 
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フオーム ミルクの定量設定 


P フオームミルク抽出の準備をする 

①エスプレッソ電源スイッチとスチーム電源スイッチを入 
れます。 


必ず両方の電源スイッチが入っていることを確認し 
てください。スチーム電源スイッチのみが ON になっ 
nS . ている状態ではフォームミルクの抽出動作ができ 
ません。 

② スチーム（ミルクフォーマー）の抽出に適した温度にな 
るとスチーム警告ランプが消灯します。 

③ マシン本体の右横に牛乳ノてックを置き、注ぎ口にミルク 
吸入パイプを差し込みます。 



④ミルクフオーマーの下にカップを置きます。 


B プログラム設定スイッチを押しなが5 
a スチームスイッチを押す 

① プ□グラム設定スイッチを押しながらスチーム（ミルク 
フオーマー）スイッチを押します。 

② フオームミ J レクの抽出が始まります。 


ra/nn/jE/^ 


ミルクフ オーマー の下からフ オーム ミルクが出る時、 
熱い泡が飛び散りヤケドをする危険がありますので 
A こ'注意ください。 

_ カップは必ず受け皿の上に置いてください。 

絶対に、手に持って抽出しないでください。 


① 



㈣ 





お好みの量で止める 

① フォームミルクの抽出がお好みの量になったら、スチー 
ム（ミルクフオーマー）スイッチを押します。 

② フォームミルクの抽出が止まり定量設定がプログラムさ 
れます。 


① 
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カプチーノの 作 D 方 


必ず P . 11〜12「エスプレッソの抽出方法」を先にお読みください。 

フォームミルクをエスプレッソに盛りつけると、カプチーノの出来上がりです C 


カップは••… 

カプチーノ 用の カップ 
には約120〜150 mL 
の容量で、肉厚のもの 
をお選びください。 



フォームミルク用の容器は… 

(ミルク ジャグ） 

取手のついた口径が小さく、深めの金属製（ステ 
ンレス）のジャグが最適です。ジャグは、弊社でも 
お求めになれます。詳しくは、デロンギエスプレツ 
ソコールセンターまでお問い合わせください。 




カップに直接フォームミルクを 
抽出してカプチーノを作る 

① ミルクフォーマーを左に動かし、カップの上にもってき 
ます。 

② P. 11〜12「エスプレッソの抽出方法」を参照して、力 
プチーノ用のカップにエスプレッソを抽出します。 

③ スチーム （ミルクフォー マー） スイッチを押し、 フォーム 
ミルクを抽出します。②の動作と同時にすることも可能 
です。 

※フ□ス（泡）の調節は P .1 4「フォームミルクの抽出方法」 
を参照。 

④ お好みの量に達したら、スチームスイッチを押し停止し 
ます。（あらかじめフォームミルクの量を定量設定して 
いる場合は、設定した量を抽出したら自動的に抽出が止 
まります） 

⑤ お好みで仕上げにココアパウダーなどを加えます。 

よりクリーミイーなカプチーノを作る 

① ミルクフォーマーの下にミルクジャグを置き、スチーム（ミ 
ルクフォーマー）スイッチを押し、フォームミルクを抽出 
します。 

※フ□ス（泡）の調節は P . 14「フォームミルクの抽出方法」 
を参照。 

② お好みの量に達したら、スチームスイッチを押し停止し 
ます。 

③ P. 11〜12「エスプレッソの抽出方法」を参照して、力 
プチーノ用のカップにエスプレッソを抽出してください。 

④ 抽出したエスプレッソに適量のフオームミルクをカップ 
の中心に注ぎ入れます。 

フォームミルクの落とし方やミルクジヤグの微妙な動か 
し方によっていろし)ろな絵を描くことができます。 


テクニカルノ_卜- 

① ジャグを濡れ布巾の上でトントンと軽く叩いたり、 
円を描くように回して、表固に浮かぶ大きな泡をつ 
ぶして、全体の泡を均一にします。 

② 液体と泡とに分離しなし)うちに素早く注ぎます。 
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メンテナンスとクリーニング (定期的なチェックとク|」- ニ ングでマシンを最良の状態でご使用ください。） 


水タンク水量チェック 


ご使用中のメンテナンスとしては、水タンクの水量チェックを常に心がけてください C 
このマシンの水タンクの容量は 3 L です。 

水タンク内の水がなくなった場合は、給水警告アラームが鳴ります。 

注意 

匕 水タンク内の水がなくなり、給水警告アラームが鳴った場合は下記の操作を行ってください。 

水タンクに水を入れて抽出する 


① 水タンク用カノ（一をはずし、エスプレッソ用揚水チューブおよ 
び簡易洗浄用揚水チューブを取り出します。 

② イオン交換式フィルターが付いたミルクフ ォー マー用揚水 チュ 
-ブを取り出してから、水タンクをマシンから取り出します。 

③ 水タンクに1/2以上水を入れます。 

④ 水タンクをマシンに戻し、チューブとカバーを元通りに取り付 
けます。 

⑤ ポッド ホルダー 固定 レバー を押し下げポッド ホルダー を固定し 
ます。 

※ポッドホルダー固定レパーは、レバーを下ろすだけでは固定さ 
れません。しっかりと固定される位置まで必 ず押し下げて くだ 
さい。 

^ ；B； „ ポッドホルダーがしっかりと固定されていなしヽと抽出口から 
A 熱湯が漏れ、ヤケドをする危険がありますので、ご注意くだ 

^さぃ。 

⑥ 空にした大きめのカップをエスプレッソ抽出口の下に置き、プ 
□グラム設定スイッチを押して、切れ目なくお湯がでるまで続 
けます。 


高温注意 

A 


エスプレッソ抽出口からお湯が出る時、熱湯が飛び散りヤ 
ケドをする危険がありますのでご注意ください。 
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使用頻度や汚れ具合によりますが、定期的にお手入れをしてください。 

Q マシン本体のお手入れ 

mm ； tm マシンのお手入れをする際は、必ず電源プラグをコンセン 
A 卜から抜いた後、お手入れを行ってください。マシンにスプ 
^レーを吹き付けたり、水や洗剤に浸けたりしないでください。 

① 汚れがひどい場合は、柔らかいスポンジや布に中性洗剤 
を付けて拭いてください。 

② 空拭きで洗剤を拭き取った後、乾かしてください。 


H ミルクフォーマーの（簡易）洗浄 

簡易洗浄は使用のあと毎回行ってください。 

① ミルク吸入パイプに付し)た牛乳を残らず拭き取ります。 

② ミルク吸入パイプを給水口にしっかりと差し込みます。 

③ ミルクフォーマーの下にミルクジャグを置きます。 

④ スチーム（ミルクフォーマー）スイッチを押します。 

⑤ ミルク吸入パイプより水が吸入され、ミルクフォーマー 
内の牛乳が洗い流されます。 

⑥ 洗浄は15〜20秒間ほど続けます。 

⑦ 洗浄が終了したらミルク吸入パイプを給水口から抜き、 
ミルクフオ_マ_のスタンドに立ててください。 


gl ミルクフォーマーの（本）洗浄 

一日の使用の終了時には必ず本洗浄を行ってください。 
また、牛乳の泡立ち状態が悪くなった場合も本洗浄を行う 
必要があります。 

① ミルクフォー マーをスチーム 管から抜きます。 

② スチーム管を柔らかい布で拭きます。その後厚手の濡らし 
た布巾で右の図のように覆い、スチームスイッチを押してス 
チームを5秒間出し、本体側の汚れを吹き飛ばしてください。 

スチーム 管から出てくる スチームは 高温ですので、 
^ ヤケドにご注意ください。 

③ ミルク フオー マーからシ|」 コン チューブやミルク フオー 
マー調節ピンを抜き、シリコンチューブからミルク吸入 
J (イプも抜きます。 

④ 中性洗斉を溶かしたぬるま湯に部品を浸けて洗浄します。 

⑤ 各部品はよくすすいで洗剤が残らなし)ようにします。 

⑥ 部品の水気を取り、元通りに組み立ててください。 

聲 テクニカルノート ' 

① ミルクフォーマーが適切に装着されていないと正常 
に機能しない場合があります。しっかりと止まるまで 
押し込んでください。 

② 取付が不十分な場合、ボイラーに牛乳が逆流し故障 
の原因になったり、臭いがしたりする場合があります。 


ミルク フォーマーから シリコンチューブを外す時は、給水 
/!\ 口にミルク吸入ノ (イプを差したままにしないでください。 



お手入れの方法 


メンテナンスとクリーニング (定期的なチェックとク|」- ニ ングでマシンを最良の状態でご使用ください。） 
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フイルターの洗浄 

簡易洗浄(毎日使用後） 

① ポッドホルダーにカフェポッドをのせないで、ポッドホルダ 
一固定レバーを押し下げてポッドホルダーを固定します。 

② プ□グラム設定スイッチを押し、エスプレッソ抽出口から 
5秒ほどお湯を出します。 

本洗浄 （1 か月に1度） 

① ポッドホルダー固定レノ (一を弓 I き上げながらマイナスド 
ライパーの先をポッドホルダーとフイルターの間に差し 
込み、ドライパーを回してフイルターをはずします。 

② フィルターをぬるま湯でよく洗浄します。 

③ フイルターをポッドホルダーにしつかりはめ込みます。 

④ ポッドホルダー固定レバーを押し下げ、フィルターがホ 
ルダーに正しく装着されてしヽるかを確認してください。 


_テクニカルノ_卜- 

フィルターを洗う際は、できるだけ中性洗剤などを使う 
ことを避けてください。コーヒー脂分が、金属表面に膜 
をつくり金属臭を抑えています。また、フイルターの孔は、 
ブラシでていねいに掃除してください。 





ポッドホルダー周囲のお手入れ 

1か月に1度、ポッドホルダーを取り外し、周囲のお手入れ 
を行ってください。 

ポッドホルダー周囲の部分は、通電中熱い ので 触れ 
ないでください。 お手入れを行う際は、必ずマシン 
が 十分に冷めてから行って ください。 ヤケドをする 
危険が ありますので ご注意く ださい。 

① 上記 C 1 の手順を参照して、フィルターを取り外してくだ 
さい。 

② 付属の 3 mm の6角アレンレンチをポッドホルダー下部 
の穴（ポッドホルダー調節ネジ）に差し込みます。 

③ 6角アレンレンチを反時計まわりに回してネジをゆるめ 
ます。 

ネジはゆるめるだけで、外すまで回す必要はありま 
せん。 

④ ポッドホルダーを上方向に持ち上げて取り外してくださ 
い。 

⑤ ポッドホルダー本体とその周囲の汚れを柔らかいスポン 
ジや布で拭き取ってください。 

テクニカルノ_卜- 


ポッドホルダー周囲のお手入れをする際は、できるだ 
け中性洗剤などを使うことを避けてください。コーヒ 
—脂分が、金属表面に膜をつくり金属臭を抑えています。 


⑥お手入れ後は、ポッドホルダーを元通りに取り付けてく 
ださい。 
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受け皿の洗浄 

エスプレッソやお湯をこぼした場合や、一日の使用の終了 
時に受け皿の洗浄を行ってください。 

① 受け皿を上にあげ手前に弓Iいてはずします。 

② 受け皿内の残水を捨てて、内部をよく洗浄します。 
洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用してください。 

③ よくすすいで洗剤が残らなし)ようにします。 

④ 受け皿をよく乾かしてから、元通りに設置してください。 



B 水タンクの洗浄 

水タンクの洗浄の際は、必ず電源プラグをコンセン 
ns . 卜より抜いて行ってください。 

一日の使用の終了時に水タンクの洗浄を行ってください。 
また、水タンクが空になって水を入れる場合もかるくすす 
いでください。 

① 水タンク用カノ（一をはずし、エスプレッソ用揚水チュー 
ブおよび簡易洗浄用揚水チューブを取り出します。 

② イオン交換式フィルターが付し)たミルクフォーマー用揚 
水チューブを取り出してから、水タンクをマシンから取 
り出します。 

③ 水タンクの内部をよく洗浄します。手が届きにくい場合 
は柄の付いたスポンジなどを使用します。 

洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用してください。 

④ よくすすいで洗剤が残らなし)ようにします。 

⑤ 水タンクに1/2以上水を入れます。 

⑥ 水タンクをマシンに戻し、チューブとカパーを元通りに 
取り付けます。 
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メンテナンスとク U —ニンク (定期的なチェックとク u _ ニングでマシンを最良の状態でご使用くださし U 


ポッドホルダー調整と〇リングの交換 


このマシンには、お湯またはエスプレッソの漏れを防ぐために◦リング（ガスケット）が使わ 
れています。ポッドホルダー固定の力具合（ホルダーの高さ）によっては、ポッドホルダー 
の脇からエスプレッソが漏れることがあります。 

， マシンの調整 • 交換を行う際は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、 マシンが十分に冷めてから 、 

ZlA 調整•交換を行ってください。 

Q ポッドホルダーを調整する 

エスプレッソ抽出口、ポッドホルダー、エスプレッソ 
用給湯口の部分は通電中熱いので触れないでくだ 
さい。ヤケドをする危険がありますのでご注意くだ 
さい。 

固定の力具合は、女性が簡単に固定できる位が適正です。 

調整は下記のように行ってください。 


① 付属の 4 mm の6角アレンレンチをポッドホルダー上部 
の穴（ポッドホルダー高さ調節穴）に差し込みます。 

② ポッドホルダー上部を時計まわりに回すと固定の力具合 
をかたく出来ます。 

反時計まわりに回すとゆるく出来ます。 


③ポッドホルダー固定レパーで固定の力具合を確かめて 
ください。エスプレッソが漏れなければ適正です。 

※ポッドホルダーの調整は適宜行ってください。 


g 〇リング（ガスケット）の交換 

高温注意エスプレッソ用給湯口の部分は通電中熱いので触 
A \ れないでください。ヤケドをする危険がありますの 
でご注意ください。 

エスプレッソ用給湯口のまわりにある漏れを防ぐための〇 
リング（ガスケット）は熱変化、摩耗などで劣化します。年 
に1回は交換してください。 


①ポッドホルダー固定レバーを引き上げながら、細いマイ 
ナスドライパーなどを〇リング（ガスケット）の縁に押し 
当て、引き出します。 


②付属の0リング（ガスケット）を溝にはめ込みます。 


③ポッドホルダー固定レノ（一を押し下げ固定し、◦リング(ガ 
スケット）が正しくはめ込まれてし)るか確認してください。 

※すでに付属の〇リング（ガスケット）を交換済みの場合 
は、お求めの販売店またはデ□ンギエスプレッソコー 
ルセンターでこ'購入ください。 
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故障かな？ 


使用中に異常が生じた場合は、直ちに全てのスイッチを切り、使用を中止して、以下の点をお調べください。 
それでも正常に機能しないときは、お求めの販売店またはデ□ンギエスプレッソ コール センター 
(裏表紙参照）までお問い合わせください。 


状 態 

予想される原因 

対処のしかた 

アラームが鳴った 

水の残量が少なくなった 

水タンクに水を半分以上入れてくだ 
さい 

マシンが動かない 

電源プラグがコンセントに入って 
いない 

電源プラグをコンセントに入れて 
ください 

電源スイッチが ON になっていない 

電源スイッチを ON にしてください 

水タンクに水が十分入っていない 

水タンクに水を半分以上入れてくだ 
さい 

エスプレッソの出が悪い/ 

出ない（抽出されない） 

水タンクに水がない 

水タンクに水を半分以上入れてくだ 
さい 

エスプレッソ用揚水チューブが、タンク 
の中（水）に入っていない 

エスプレッソ用揚水チューブをタンク 
(水）に入れてください 

フィルターが目詰まりをおこしている 

フィルターのお手入れをしてください 

カフェポッドがこのマシンの規格に 
合っていない 

規格に合ったカフェポッドを使用して 
ください。規格については P . l 1の「力 
フェポッドは…」を参照してください 

フォームミルクが出ない 

ミルクフォーマーが適切に 
装着されていない 

ミルクフォーマーをしつかりと（奥に 
止まるまで）装着してください 

フォームミルクが泡立たない 

空気の量が足りない 

P .14 「フロスの調節方法」を参照 
してください 

フォームミルクの温度が低い 
(ぬるい） 

ミルク温度調節が合っていない 

付属の 5) レク温度調整ネジを調整する。 
(ネジを締めるとフォームミルク温度 
が高くなります） 

設定した量が出ない 

正しい設定がされていない 

もう一度設定をやり直してください 

給湯口、ポッドホルダー付近から 
お湯が漏れる 

給湯口の0リング(ガスケット）が破損 
または老朽化している 

p . 2i rou ング（ガスケット）の交換」 

を参照してください。それでも漏れが 
止まらない場合は、デ□ンギエスプレ 
ッソコールセンターに連絡してくださ 
い 

ポッドホルダーの調節が合っていない 

P .21 「ポッドホルダーを調整する」を 
参照してください 

吸い上げポンプ作動時に変な音が 
する 

タンクに水がない 

タンクに水を入れ再使用してください 

エスプレッソ用揚水チューブが折れた 
りねじれて、水を吸い上げない 

ねじれなどを直して、タンク（水中）に 
戻してください 
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アフタ-サービス 


SEI - 80109 G 


1.使用中に 異常 （★) が生じた場合 は、直ちに全てのスイッチを切り、プラグをコンセントから抜いてください。その後、22ぺ 
—ジ「故障かな？」で調べても正常に機能しない場合は、お求めの販売店またはデロンギエスプレッソ コール センター（下 


記参照）にご相談ください。 

, -〈★以下のような場合には、点検および修理が必要です〉- 

-使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセントが異 _本体に強い衝撃を与えた。 

常に熱くなる。 _取扱説明書どおりに使用してしヽるのに、正常に機能し 

_本体の機器内部に水などの液体をこぼした。 ない。 

-電源コード、電源プラグが変形/破損している。 


2. 万一、故障/損傷した場合は、 

①お求め時期②製品名称と型式番号③故障の状況——を連絡のうえ、修理を依頼してください。 

3. 保証期間中 （ 1年）は、保証書に記載されているものについては、無償で修理いたします。 

ただし、安全上および使用上の注意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。 

また、保証期間が週ぎたものについては、有償で修理いたします。 

4. 真心点検のお勧め：保証期間が過ぎて気になる点がございましたら、安全のために専門技術者による点検をお勧めします。 

~^ 点検の依頼方法、料金等につきましては、デロンギエスプレッソコールセンター（下記）までお問い^ 

敵合わせください。 〇 

■ ■■ ※下の枠内に、こ'購入年朋を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月日 


年 


月 


日 


5.デロンギ再資源化システムについて 

ご不用になった製品は、下記の要領に従い、デロンギエスプレッソコールセンターまでお送りくだ 
さい。素材ごとに分別し、再資源化いたします。 

送料について:再資源化の費用は弊社が負担いたしますが、送料はお客様のご負担（元払い）となり 
ます。予めご了承ください。 





梱包について:製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない場合は、段ボール 
箱に入れるか、エアーノ（ッキンにくるんでください。 

※外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。 

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店またはデロンギエスプレッソコールセンタ 
-(下記）までお問い合わせください。 


〇 


デロンギエスプレッソコールセンター 


受付時間土•日•祝日を含む毎日9:00〜18:00※時間外は留守電又は FAX 対応 

亍22 1-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-9 安田倉庫（株）内4号ビル 

Tel . & Fax . 0120 -074-900 


I デロンギ•ジャパン株式会社 


本 社:〒101-0044東京都千代田区鍛冶町 1-5-6 第3大東ビル Tel . 03-5256-6321 (代） 
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〇 環境に負荷の少ない無塩素漂白エコノ V しプ ( ECF ) と 
ソイインクを使用し、水なし印刷をしています。 

























